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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 19,687 8.3 △282 ― △1,240 ― △864 ―
22年3月期第2四半期 18,186 △25.2 △985 ― △1,252 ― △1,099 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △31.60 ―
22年3月期第2四半期 △40.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 54,221 40,937 74.5 1,476.95
22年3月期 58,794 42,502 71.4 1,533.97

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  40,403百万円 22年3月期  41,962百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 8.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 8.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,000 △1.8 2,000 △18.4 1,000 △50.1 200 △69.8 7.31



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表の四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の情報に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、【添付資料】P.3「1.当四半期決算に関する定
性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 28,350,400株 22年3月期  28,350,400株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  994,720株 22年3月期  994,561株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 27,355,761株 22年3月期2Q  27,355,917株



  

添付資料の目次  

  

【添付資料】

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  4

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  4

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  4

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  4

３．連結財務諸表等 …………………………………………………………………………………………………………  5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  5

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  8

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  9

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  10

－ 1 －

アロカ㈱(7704)平成23年３月期 第２四半期決算短信



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による経済対策やアジアを中心とした新興国需要を背

景に、景気悪化に底打ちの兆しが見られるようになりました。しかしながら、政府による為替介入が行われたもの

の、円高基調は変わらず、輸出産業にとっては依然として厳しい状況が続いています。 

医療機関を取り巻く環境も、10年ぶりに診療報酬の引き上げが行われましたが、引き続き厳しい環境がつづい

ています。 

原子力関連事業を取り巻く環境は、原子力に関する関心が依然として強く、エネルギーの安定供給のみならず

地球温暖化対策として、世界各国で原子力発電推進の検討が進められています。 

このような状況の中、当社グループは中期経営計画に基づき基本戦略を継続的に推し進めてまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は196億8千7百万円と前年同四半期比8.3％の増収となり、

営業損失は2億8千2百万円（前年同四半期は営業損失9億8千5百万円）、経常損失は12億4千万円（前年同四半期は

経常損失12億5千2百万円）、四半期純損失は8億6千4百万円（前年同四半期は四半期純損失10億9千9百万円）とな

りました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりです。 

  

医用電子装置 

当セグメントの国内の超音波診断装置は、消化器系がん診断用の造影剤による腫瘍の鑑別診断への新技術や、

動脈硬化早期診断のための血管機能評価への対応など超音波診断の有用性の周知に努めました。これらの推進によ

り広範囲のユーザーから高い評価を得て、高機能を備えた上位機種が順調に伸張しました。さらに前年下半期より

市場投入した中位機種の新製品も順調に伸張しました。 

また、本年７月には新世代のハード＆ソフトウエア採用による基本性能と拡張性の向上、人間工学に基づく操

作性の追求を実現した当社の最上位機種「プロサウンドＦ７５」を発売しました。 

海外では、中国・インドなどの新興国市場の拡大などの明るい材料はあるものの、ギリシャに端を発した欧州

の財政危機や米国経済の回復の遅れ、長期化する円高の影響もあり、依然として厳しい状況にあります。特に欧州

市場では、欧州各国の緊縮財政により医療費抑制が強化される中、予算執行の延期などの影響を受け、販売環境は

厳しい状況となっています。一方、中国では経済発展に伴う医療インフラの整備が進み、地方の医療現場から先端

医療に至る医療関連の需要拡大により、上位機種の販売が順調に推移しました。 

骨粗しょう症診断関連ではＸ線を利用した測定装置が引き続き伸張しました。 

この結果、売上高は151億3千2百万円となり、セグメント利益は2億5千4百万円となりました。 

  

汎用分析装置 

当セグメントにおいては、世界各国において原子力発電への投資が具体的なものとなりつつあり、国内におい

ても温暖化対策として原子力発電所立地の着実な推進が国策に盛り込まれるなど、中長期的な需要拡大が期待され

ます。しかしながら、短期的には国内では前年度の補正予算執行の影響や、一部製品においては円高を背景とした

海外製品の攻勢があるなど、厳しい市場環境となっています。また、近年では下半期に売上が偏重する傾向が一層

強まってきています。このような中、主力製品である放射線（能）管理装置は、民間企業向けの大口案件を売上げ

たことに加え、引き合いも増加しつつあり、第１四半期に比べ市場動向は改善してきています。 

この結果、売上高は15億1千7百万円となり、セグメント損失は5億3千1百万円となりました。 

  

医用分析装置 

当セグメントは、主力製品である検体処理システムLabFLEX3500の販売活動に注力し、積極的な営業活動を展開

しています。その結果、病院の検体検査部門については、検体処理システムLabFLEX3500が大学病院、がん専門病

院等に納入され、好評を得ています。特に、機能のモジュール化を行うことで、施設要望仕様への対応が設計から

納入に至るまで従来製品に比べて、より効率的に行えるようになりました。一方、臨床検査センターの設備投資は

復調してきているものの、そのシステム規模や予算の関係から予算執行は慎重になり、中長期的な計画で推移して

います。 

また、調剤薬局向け「水剤調剤支援装置 PharmaFLEX S901」の大手調剤薬局チェーンへの納入を開始しまし

た。当社にとって新たな市場として注目かつ期待を寄せるものであり、積極的に営業活動を推進しています。 

体外診断薬メーカーへのＯＥＭ分析装置は、国内外共に堅調に推移しています。加えて、新型のアレルギー検

査用装置の製品化も完了しました。 

この結果、売上高は30億3千6百万円となり、セグメント損失は2千1百万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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その他 

当社及び国内子会社等の物流管理業務等を行った結果、売上高は3億1千1百万円となり、セグメント利益は1千3

百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して45億7千2百万円減少し、542億2千1百万

円となりました。この主な要因は、たな卸資産が6億5千8百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が50億3千5

百万円減少したこと等によるものです。 

 また、負債の部は30億7百万円減少し、132億8千4百万円となりました。この主な要因は、支払手形及び買掛金が

4億8千万円減少し、また、未払法人税等が13億2千8百万円減少したこと等によるものです。 

 純資産の部は、15億6千5百万円減少し、409億3千7百万円となりました。 

  

(キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して2億8千1百万円増加し、124億2千5百万円となりました。なお、前年同四半期末と比較して12億6千万円の増加

となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  

当第２四半期連結累計期間において増加した資金は8億9千6百万円であり、これは主に、法人税等の支払に伴う

減少額14億6千8百万円、たな卸資産の増加による減少額11億7千7百万円等ありましたが、売上債権の減少に伴う増

加額43億1千5百万円があったこと等によるものです。 

なお、前年同四半期と比較して2億4千2百万円の減少となりました。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  

当第２四半期連結累計期間において支出した資金は1億5千4百万円であり、これは主に、定期預金の払戻による

収入6億8千2百万円等ありましたが、定期預金の預入による支出6億8千5百万円、有形固定資産の取得による支出2

億6百万円があったこと等によるものです。 

なお、前年同四半期と比較して8億9千8百万円の支出減少となりました。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  

当第２四半期連結累計期間において減少した資金は1億4千9百万円であり、これは主に、短期借入金の純増加額3

億9千7百万円等ありましたが、長期借入金の返済による支出2億8千万円、配当金の支払2億6千2百万円があったこ

と等によるものです。 

なお、前年同四半期と比較して6億2千3百万円の支出減少となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期通期連結業績予想につきましては、平成23年３月期第２四半期実績に加え、依然として為替が円

高基調で推移する見通しであることから、平成22年５月10日に公表しました予想数値を修正いたします。 

 なお、修正後の主な為替レートは80円/ドル、115円/ユーロを前提としています。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これによる損益への影響は軽微であります。 

②表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しており

ます。  

２．その他の情報
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３．連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,246 12,970

受取手形及び売掛金 11,041 16,076

有価証券 － 31

商品及び製品 8,076 7,911

仕掛品 3,438 3,433

原材料及び貯蔵品 3,283 2,794

繰延税金資産 1,655 1,148

その他 712 1,141

貸倒引当金 △119 △134

流動資産合計 41,333 45,375

固定資産   

有形固定資産   

土地 5,574 5,617

その他（純額） 3,763 3,933

有形固定資産合計 9,337 9,551

無形固定資産 294 362

投資その他の資産   

投資有価証券 1,074 1,459

繰延税金資産 912 780

その他 1,611 1,603

貸倒引当金 △341 △339

投資その他の資産合計 3,256 3,504

固定資産合計 12,887 13,418

資産合計 54,221 58,794
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,248 5,729

短期借入金 1,299 970

未払費用 852 991

未払法人税等 142 1,471

賞与引当金 744 1,045

役員賞与引当金 29 53

製品保証引当金 413 445

その他 2,484 3,195

流動負債合計 11,214 13,902

固定負債   

長期借入金 795 1,087

繰延税金負債 7 7

退職給付引当金 784 766

役員退職慰労引当金 251 285

その他 231 241

固定負債合計 2,069 2,388

負債合計 13,284 16,291

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,465 6,465

資本剰余金 6,095 6,095

利益剰余金 29,300 30,384

自己株式 △767 △767

株主資本合計 41,094 42,177

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △13 212

為替換算調整勘定 △677 △427

評価・換算差額等合計 △691 △214

少数株主持分 534 539

純資産合計 40,937 42,502

負債純資産合計 54,221 58,794
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 18,186 19,687

売上原価 11,262 11,846

売上総利益 6,923 7,840

販売費及び一般管理費 7,908 8,123

営業損失（△） △985 △282

営業外収益   

受取利息 26 16

受取配当金 11 10

その他 28 13

営業外収益合計 65 40

営業外費用   

支払利息 44 30

為替差損 199 912

寄付金 17 28

その他 72 27

営業外費用合計 333 999

経常損失（△） △1,252 △1,240

特別利益   

貸倒引当金戻入額 60 10

償却債権取立益 － 23

固定資産売却益 0 1

その他 21 26

特別利益合計 82 61

特別損失   

固定資産売却損 － 29

固定資産除却損 23 10

投資有価証券評価損 0 －

ゴルフ会員権評価損 1 －

その他 0 17

特別損失合計 24 57

税金等調整前四半期純損失（△） △1,194 △1,236

法人税、住民税及び事業税 145 142

法人税等調整額 △256 △528

法人税等合計 △110 △386

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △850

少数株主利益 15 14

四半期純損失（△） △1,099 △864
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,194 △1,236

減価償却費 384 307

貸倒引当金の増減額（△は減少） △65 5

賞与引当金の増減額（△は減少） △374 △300

製品保証引当金の増減額（△は減少） △4 △10

退職給付引当金の増減額（△は減少） 101 44

受取利息及び受取配当金 △37 △26

支払利息 44 30

固定資産除売却損益（△は益） 22 37

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 0 －

ゴルフ会員権評価損 1 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10

売上債権の増減額（△は増加） 5,523 4,315

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,236 △1,177

仕入債務の増減額（△は減少） △1,564 374

その他 564 △43

小計 1,166 2,331

利息及び配当金の受取額 43 29

利息の支払額 △45 △31

法人税等の還付額 214 36

法人税等の支払額 △239 △1,468

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,139 896

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,212 △685

定期預金の払戻による収入 574 682

有価証券の償還による収入 － 31

有形固定資産の取得による支出 △236 △206

有形固定資産の売却による収入 1 19

無形固定資産の取得による支出 △43 △23

投資有価証券の取得による支出 △148 －

その他 10 28

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,052 △154

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △8 397

長期借入れによる収入 13 －

長期借入金の返済による支出 △480 △280

配当金の支払額 △220 △218

少数株主への配当金の支払額 △73 △43

その他 △3 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △773 △149

現金及び現金同等物に係る換算差額 △84 △311

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △772 281

現金及び現金同等物の期首残高 11,936 12,143

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,164 12,425
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 該当事項はありません。 

  

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場の類似性から判断して、同種・同系列の医用電子

装置を販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

 〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）西ヨーロッパ……ドイツ、スイス、フランス、スペイン、イタリア、オーストリア 

(2）アジア…………中国、韓国、台湾、インド 

３ 地域区分の変更  

 第１四半期連結会計期間より、従来、「東アジア」としておりました地域区分を「アジア」として表示して

おります。これは、インドに設立した連結子会社の生産・販売開始による表示変更であり、当社グループの地

域区分の実態をより適切に表示するものであります。 

 なお、前第２四半期連結累計期間の「アジア」地域セグメントの売上高等の金額は、「東アジア」地域セグ

メントの売上高等の金額と同一であります。 

  

 〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1）西ヨーロッパ……フランス、ドイツ 

(2）アジア……中国、韓国、台湾、インド 

(3）その他の地域……アメリカ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
西ヨーロッパ
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高  12,182  3,775  2,227  18,186     ―  18,186

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 3,917  0  1,459  5,377 ( ) 5,377  ―

計  16,099  3,775  3,687  23,563 ( ) 5,377  18,186

営業利益又は営業損失（△）  △471  △662  289  △844 ( ) 140  △985

  西ヨーロッパ アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  4,684  3,553  1,872  10,109

Ⅱ 連結売上高（百万円）     18,186

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 25.8  19.5  10.3  55.6
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。  

 当社グループは、本社に営業本部を置き、各営業部及び子会社が一体となって、製品・サービスごとに国

内及び海外の総合的な戦略を立案し、全世界で事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、営業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「医用電子装置」、「汎用分析装置」及び「医用分析装置」の３つを報告セグメントとしております。

 「医用電子装置」は、各種超音波診断装置、骨粗しょう症診断装置、治療・手術装置及びこれらの関連シ

ステムの製造・販売を行っております。「汎用分析装置」は、各種放射線測定装置、放射線（能）管理装

置、放射線応用分析装置、バイオ関連装置及びこれらの関連システムの製造・販売を行っております。「医

用分析装置」は、各種検体検査装置、分注装置、発光・分光分析装置及びこれらの関連システムの製造・販

売を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）  

（単位：百万円）

 (注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び国内子会社等の物流管

理業務等であります。 

    ２  セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

    ３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

  

 報告セグメント   
その他 

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）３

医用電子 
装置 

汎用分析 
装置 

医用分析 
装置 

計 

売上高     

 外部顧客への売上高  15,132  1,517 3,036 19,685 1  19,687  ― 19,687

 セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 ―  ― ―  ―  309  309 ( )309 ―

計  15,132  1,517 3,036 19,685  311  19,996 ( )309 19,687

セグメント利益 

又は損失（△） 
 254  △531 △21 △297  13  △284  1 △282

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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